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こだわりの「技」できらりと光る四万十町の人々を紹介します。
ちょいwaza!!は随時募集中! ▼

1歳の頃から、父の将太さんに連れられて海や川に釣りに出かける。これまでの最高記録は
宿毛湾で釣った72センチのブリ。「釣れるまで待って、リールは優しく巻く」ことが大切という。
カジキを釣るのが目標だ。

大人になってまた来られる場所に
山あいに開けた牧場。ゆったりと草をはむポニーの横で、
3羽のアイガモが水浴びをしている。カピバラとリクガメは
隣り合って餌をむしゃむしゃ。他にもヤギやミニブタ、アヒ
ル、ウサギ、モルモットなどが暮らしている。
影野地区にある「四万十ふれあい動物村 ブレーメン」は、
喧騒からは程遠い、動物たちの楽園を思わせる場所だ。
「やっぱり『触れ合い』が前提なので、人に身近でおとな
しい動物ばかりです」。園舎の掃除と餌やりを終えた野村
一将さんが話す。予約制で牧場見学を受け入れつつ、町内
外のイベントや保育所などに出向く「移動動物園」（夏場は
動物への負担を考慮して休み）を行っている。
飼育する14種約80匹のうち、トラックでの移動に慣れた
30匹ほどを連れていく。子どもたちは動物をなでたり抱っ
こしたり。「小さい子が喜んでくれたら家族も喜ぶ。そういう
のは見ていてうれしいですね」。
高知市出身の野村さんは、高知農業高校、福岡の専門学
校を経て熊本県の観光牧場に就職した。動物ふれあいコー

ナーの担当になり、飼育と接客に汗を流す。「ヒツジのレー
スとかして。やりがいあって楽しかったですよ」。ただ、長男
ということもあり、いつしか「高知に帰って自分でやるのも
面白いな」と考えるようになったという。
32歳の時、家族と一緒に四万十町に引っ越し、地域おこ

し協力隊になった。協力隊の仕事の合間を縫って動物園の
準備を進め、任期後の2018年に「ブレーメン」を開業した。
お客さんを出迎えるのは看板犬「あいこ」の役目。「うちに
来てから、子どもが犬好きになって家で飼い始めたよって
声もありました。来てくれた子が将来大人になって、子ども
と一緒にまた来られる場所になれば面白いなあって。それ
だけ長く続けるのが目
標ですね」。
2か月前に生まれた
子ヒツジ「千春」が、ミル
クをせがんで野村さん
に体をすり寄せてきた。
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町にはこんなwazaも

釣りが大好き！
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このコーナーでは、県立窪川高校、県立四万十高校、町営塾「じゆうく。」での生徒たちの活動を月替わりで紹介します。

Welcome Sports Festival 2025 開催

11月22日(土) 新文化祭　準備開始!!

　１年生の歓迎と仲間づくりを目的にしたWelcome Sports Festival 2025 
（体育祭）が５月１日(木)に行われました。３年生にとっては最後の体育祭な
ので、始まる前からみんないきいきしていました。
　競技は皆で楽しめる内容のものが多く、競技を通じて笑い合ったり下
級生と話したりと学年を越えた交流を楽しむ姿がたくさん見られました。
最後のクラス対抗リレーだけは、学校で一番足の速いクラスを決める競
技だったので、みんな必死に走りました。残念なことに３年生は優勝する
ことはできませんでしたが、走ったあとはみんなやりきって充実した顔をし
ていました。
　高校生活最後となる体育祭で、みんないい思い出ができたと思います。

（３年１Ｈ広報委員　山田悠翔）

　私たち２年生は現在、地域課題研究の授業で11月22日(土)に開催される窪川
高校の新文化祭に向けた準備に取り組んでいます。
　最近の授業では、事前に考えた質問をもとに昨年度の新文化祭を運営した先
輩方や担当の先生方、地域の事業者の方々にヒアリングを行いました。そこで得
られた貴重なお話をもとに、班ごとに文化祭の課題や改善点を整理し、今後の
企画に役立てていく予定です。
　次回の授業からは、より具体的な活動として企画チームと装飾チームに分か
れ、本格的な準備を進めていきます。今年度もさらに盛り上がる新文化祭になる
よう、学年全体で力を合わせて頑張っていきます。ぜひ、窪川高校の新文化祭に
お越しください！

(２年２Ｈ広報委員　羽屋戸優花)

窪川高校の次回担当
は１０月号です。２年生
の新文化祭準備の様
子を特集します。
お楽しみに！
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